
2012年1～2月掲載分 2012年3～4月掲載分

習志野　　大慈弥 爽子 習志野　　大慈弥 爽子

初風呂にのばせば手足長くなる 待ちわびし花の日和となりにけり

見たやうな見てなきやうな夢初め うすき日に光の粒となる落花

墨堤を行く卯の札をふところに 緩みゆく色にほぐれてゆく木の芽

鶯の森へ耳より入りゆく 花過ぎの風の見えなくなりにけり

夜は雪にしづもるバレンタインデー 春風に問ふ希望とは闘志とは

横浜　　下島 緑 横浜　　下島 緑

わたつみの呑みこんでゆく冬落輝 凍蝶に伸ばした指を止どめけり

海原に明日は初日となる落輝 寥寥として雨音にある余寒

人波に従ひゆくや初詣 白魚の眼くろぐろ炊かれけり

松過ぎの旅南へ荷の軽く があがあと家鴨群れゆく春の泥

ささめいて女正月ロゼワイン 句座終へてゆく神楽坂春灯

藤沢　　藤田 富子 藤沢　　藤田 富子

顔見世や歌舞伎絵巻の幟立つ 潮鳴りに立ち向ひたる野水仙く

冬茜富士あざやかなシルエット 大寒の風もろに受けよろけをり

木枯しや路地小走りに通りけり 霜柱子供のように踏んでみる

さざんかを散らして過ぎる風強し 寒の雨外に出ることなく侘し

夢求め歳末ジャンボ買ふ列に 待つほどに寒さ緩まずこもりをり

さいたま　　宮崎 美智子 さいたま　　宮崎 美智子

目を見張るからくり人形冬うらら 咲き初むる紅梅の香に目を閉す

円空仏笑顔になじむ冬館 針供養忘るるほどに針持たず

酉の市なにはともあれ厚着せむ 吊雛万の数揺れ雛の町

八木節の本場へ誘う空っ風 一の���に載る��

緩みなく張る雪吊りの��し 一の��	に買ふ
荷��

�　�田　�子 �　�田　�子

�じ�らし枯れて小春の日を揺らす �たん�の�もりやさしよき�り

���の��となりて��かな ���日向に ひ!へ"む

#$散る%&なる空'(つつ うち)れてゆるびなかりし雪の富士

*やかに寒+,く手-よさ 寒風の./0る人12く

3イン456はみ出す花7の8や(る 9梅の:;かるる日<かな

町田　　小森 まさひこ 町田　　小森 まさひこ

夢と=く>?@一年の年AB CDのE座��にFGかく

H水仙I年よきことJくあれ :見ればKLMの音Nく

OンPーや�が日>日QのRレSTけ UVWりXYZなく[\]

寒^_け`くっきりしてaく見ゆ 地bcないdのef風のeに花gく

どんどのhiきに行けとjkふ 人lりて人mてn月のoまりp



2012年q～r月掲載分 2012年s～t月掲載分

習志野　　大慈弥 爽子 習志野　　大慈弥 爽子

あuさvをwけて本xめく小y Sールほすzのう{きに見ゆ|さ

小}の~ひに�き梅雨�り ��I�田の風にす�りこむ

走りUの�ゆる白�を� �月に��の�り�き�れ

�の日や�子�人に��人 たふれ咲く��の の�くあり

�り足に�を�かす�� 大南風��海を�ける

横浜　　下島 緑 横浜　　下島 緑

こまやかに�花に�りて春の雨 ��の�を�ひて 田¡

`¢の£のくぐもり花は¤に ¥地¦の§らしに咲いて¨子の花

子の走る©さにªり風2 形«に=きし¬に�す

ま®�り¯めざる°の±¤かな @²の花の空き地の³り出され

´@路もなかばになりpµ� ¶ンS·の¸を¹立ちしºの子

藤沢　　藤田 富子 藤沢　　藤田 富子

»が¼きと½はれて一つ¾¿ �空を舞ひつつÀさするÁ

目ÂÃÄoまるÅのÆÇづけ ±ÈのÉりにかけるÊËÇ

ボールÌる子Íに春風やはらかし 雨ÎがりÏを>分にÐかかる

ÑÒの群子供らたもでÓいまわす ÔÕのÖ×Øる初�の風

花ÙえにÚ節も»もなく厚着 �ÛÜÝイÞßーの見えかくれ

さいたま　　宮崎 美智子 さいたま　　宮崎 美智子

ÜÝイÞßーàむ¾のáâに ãäふ野åのäひあやまたず

¾色こよなくæづる色ならむ �µてçè落{{ろのéき立ちp

春Éり小êëの行ìJíなる /îるï家のðにñòを買ふ

óりをôびて`õくぐりけり 藤öの�り�ひて色�む

õ閉し落花の÷となにりけり .Qøをùしくのúむûüのý

町田　　小森 まさひこ 町田　　小森 まさひこ

þ風を切っ裂く魚のまた一つ 防人の万緑の下に消へし	

椎落¤古城の	に振り止まず ð人の守る�れに蛍飛Ä

`肌を明るく染めて椎の花 梅雨寒し½¤は»もËñ持たず

果て見えp一直線の新樹	 強梅雨に日本列島耐へてçり

鳳凰の立つ新緑の大寺院 子に繋ぐa所付き�い�Éり



2012年9～10月掲載分 2012年11～12月掲載分

習志野　　大慈弥 爽子 習志野　　大慈弥 爽子

目瞑れば身の沈みゆく虫の� とれさうもなき烏瓜®け残る

秋iくさへぎるものの無き�さ 袴着の袖ふりね®るあんず飴

やすやすと引き受け夜な�することに h伏護符添へて手を打つ�の酉

旧暦にしるす¥けき世の=簡 忘れ得p日�を栞りて年忘

ショ¶OケーキにフOンÜの秋の£ 悶絶の硬さによじれ鱈乾く

藤沢　　藤田 富子 横浜　　下島 緑

^_に富士��と影絵めく 戦無き世に住み慣れてさつまいも

育ちゆく&き棚田をØる風 出席と返ì投函いわしぐも

日中をさけ昏れそむる頃墓� 踏むに惜し/の錦を除けてゆく

ねこじ�らし勝手Çままに風に揺れ 献立は鍋ものと決めやや寒し

水打てば風に暑さの戻りけり 冬支度終ひ支度ともçもひつつ

さいたま　　宮崎 美智子 藤沢　　藤田 富子

ë隠の風Ê地¼き木下� 散歩	とんぼ群れvる空茜

岩�水しびるる程に手をÙす 一握の砂さらさらと秋の浜

`2に添ひ裃姿0行す °垂るる¦に地蔵のひっそりと

�É縁起のうちわ貰ひけり 歩を速むつる�落としの散歩	

粋¼みÉゆかたの男È 爽涼に枕i��りをり

町田　　小森 まさひこ さいたま　　宮崎 美智子

�夜運転にそなえうつ伏す夜学生 美しきもの会席膳の秋景色

茎太く色白にして男郎花 秋袷着こなし±き女将かな

¥置いて垂れ下がりたる蜘蛛の糸 秋雨の�るもÎがるもÇのつかず

野良�のしっ�立てをり初嵐 鵙i音外出の前に耳を貸し

噴煙の`を配して赤とんぼ 句碑の前吹く`風の爽やかに

町田　　小森 まさひこ

初しぐれの雪となりたる¥天の�

冬Û抜けて都Êの摩天楼

Øりåの憩ふ湖冬うらら

クßÜマÜになくてはならpクロÜSー

丹頂の雪に舞ひたる小半時


